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Neutron lifetime measurement at J-PARC/BL05:
Investigation of background events caused by neutron gas scattering
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中性子 β崩壊の寿命は，CKM行列のユニタリティ検証や BBN元素合成理論における基礎
パラメータであり，素粒子物理学と宇宙物理学の両方において重要である．しかし，これまで
に行われてきた proton count法とUCN storage法の結果には 4σ程度の乖離が存在する．この
問題を解決するために我々は，J-PARC MLF BL05において β崩壊電子数と冷中性子束をガス
検出器で同時計測するという従来手法とは異なる系統誤差を持つ手法で測定を行い，精度 0.1%

での中性子寿命の決定を目指している．
ガスによる中性子の散乱に起因する背景事象が寿命の 0.1%精度に対して大きな系統的不確

かさの要因となっている．この背景事象についてモンテカルロ・シミュレーションを用いた評
価を行なっているが，実際に検出される事象数を十分に再現できておらず，我々の考慮できて
いない背景事象が存在する可能性がある．本講演では，背景事象の原因究明に向けた中性子エ
ネルギーに基づくガス散乱事象の分類と詳細な調査について発表する．


